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九州の下水道整備状況（令和６年度末） 

汚水処理施設整備は汚水処理人口普及率が９０.５％、汚水処理人口約１１３３万人 

 

九州地方整備局は令和６年度末現在の下水道整備状況をまとめた。それによると、下水道

処理人口普及率は前年度比０．５％増（ ６９．８％）の７０．３％、下水道処理人口は前

年度比約１万人増（約８８０万人）の約８８１万人となった。汚水処理施設の整備状況は汚

水処理人口普及率が９０．５％（前年度比０．６％増）、汚水処理人口は約１１３３万人と

なった。 

九州の特徴は、下水道処理人口普及率が全国（８１．８％）に比べて１１．５％低い７０．

３％。汚水処理人口普及率は全国（９３．７％）に比べて３．２％低い９０．５％。また、

都市規模別に全国と比較した場合は、①人口５０万人以上の都市では下水道の普及率が高

い。②人口５０万人未満の都市では下水道以外の汚水処理施設の普及率が高い状況となっ

ている。 

 

 

九州の下水道整備状況（資料編） 
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